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10月18日（土）に糖尿病患者会の行事の一つとして「歩こう会」を

開催しました。今回は雲一つない晴天のもと、牛窓の唐琴通りを牛窓海

遊文化館から食事処をめざし、それぞれに無理のないペースで約1.5時

間ワイワイと散策しました。

参加者は、患者さん16人、スタッフは中塔糖尿病センター長、松本医

師、高橋看護師、藤原看護師、古謝薬剤師、角南薬剤師、村藤理学療法士、

大原管理栄養士、小野管理栄養士、横井管理栄養士、テルモ株式会社の中

西さんの総勢27人でした。今回、「歩こう会」を開催するにあたり、運動

療法として近くの山に毎日登ったり、牛窓でボランティアガイドをされている患者さんに案内をお願いしました。

この地域を熟知した方なので、牛窓は江戸時代に参勤交代の大名や朝鮮通信使が寄港したことや、岡山県指定重

要有形民俗文化財のだんじりについて教えていただき、資料や船などを見ながら楽しく歩くことができました。

「歩こう会」では、「『数値の見える化』を行う」という目標を立て、前回同様、運動前後の血糖測定や食後の

血糖測定を実施し、活動量計を持って歩き、血糖値に影響する運動の効果を目で見てわかるようにしました。食

事の後は理学療法士がミニレクチャーを行い、実際にどの程度の運動を行えば、体にとって負担がなく血糖によ

い影響が出るかなど全員で勉強しました。また、一緒に参加されたご家族の中には、「健康だと思っていたが、実

際に血糖値を測定してみて高血糖だと気づくことができた」という方もおられました。「数値の見える化」の効

果を実感しました。

今回、患者さんから「糖尿病チームは中塔先生を始め、多職種のまとまりをすごく感じるチームですね」との

お言葉をいただき、本当に嬉しく思いました。同時にこれからも皆さんのお役に立てるような企画、運営をして

いきたいと強く感じました。また来年もたくさんのご参加をお待ちしています。

「なでしこ 歩こう会」を開催
●栄養科管理栄養士 横井知佳

11月15日（土）午後2時から、本館2階外来待合で、院内演奏会が開催

されました。前回、8月2日（土）の演奏会が好評で、今回は期待の中での

開催でした。

演奏者は、外科の升田医師がヴァイオリン、初期研修医の角南医師が

ヴァイオリンとチェロ、前回と同じく升田医師の友人2人がビオラとチェ

ロ、そして新たにフルートに森重臨床工学技士を加えた計5人でした。

1曲目は、ディズニーのアニメーション「アラジン」のテーマ曲「ホール・ニュー・ワールド（Awholenewworld）」。

2曲目は、同じくディズニーのアニメーション「アナと雪の女王」のテーマ曲「Letitgo～ありのままで～」でした。ディ

ズニーのアニメーションが大好きな私は、司会の大役を忘れて聞き入ってしまいました。

3曲目は、バッハの「主よ、人の望みの喜びよ」でした。曲名は少し難しいですが、よく耳にする曲で、クラシック

に興味のない方も、「聞いたことがある」とスイングされていました。4曲目は、ヘンデルのラルゴ、本格的な弦楽器の

音色にはため息が出るほどでした。5曲目は、アニメ映画「魔女の宅急便」の「海の見える街」で、楽しいシーンがよ

みがえりました。6曲目は、モンティのチャルダッシュでした。ジプシーの魅惑的なダンスが目に浮かぶようでした。

アンコール曲は、「津軽海峡冬景色」で、歌詞カードを手に参加者みんなで歌いました。

本格的な演奏でしたが、演奏者の演奏技術を見せつけるのではなく、聴きやすさへの配慮から、流行の曲やよく耳にす

る曲を選曲されていたので、聴いている方が自然にスイングされる姿や、リズムをとられる姿が多く見受けられました。

また、入院患者さんだけでなく、「やわらぎ」をご覧になり、電話確認の後、お越しくださった方もありました。

「癒されました」「本格的ですね」「感動しました」などの感想が、あちこちで聞かれ、感動の中に終わりました。

「音楽を通して、患者さんの気持ちを癒したい」との思いから企画された院内演奏会。小春日和の土曜日の午後は、弦

楽器とフルートのやさしい調べで心まで温まりました。これからも、回を重ねての開催が楽しみです。

第2回院内演奏会が開催されました
●人事課接遇担当係長 森下妙子


